
記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』

と

『
日
本
書
紀
』
 
O

岡

田

喜
 
久
 
男

 
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
、
殆
ん
ど
同
時
期
に
成
立
し
て
い
る
に
も

．
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
性
格
を
大
い
に
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。

 
『
古
事
記
』
の
成
立
は
、
そ
の
序
文
の
末
尾
に
「
和
銅
五
年
正
月
二
十
八
日
」

と
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
養
老
四
年
五
月
癸
酉
の
条
に
、

 
「
先
レ
是
一
品
舎
人
親
王
奉
レ
勅
修
二
日
本
紀
一
。
至
レ
是
功
成
奏
上
。
紀
三
十

巻
系
図
一
巻
」
と
あ
る
の
が
成
立
の
時
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
和

銅
五
年
（
七
一
二
）
か
ら
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
ま
で
の
僅
か
八
年
の
差
で
両

書
は
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
八
年
と
い
う
期
間
が
、
今
日
的
感
覚
で
捕
え
て

良
い
と
は
思
え
な
い
が
、
念
書
が
全
く
無
関
係
に
成
立
し
た
と
は
考
え
難
い
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
坂
本
太
郎
氏
が

 
 
古
事
記
は
序
文
に
よ
れ
ば
天
武
天
皇
の
勅
語
に
始
ま
り
、
元
明
天
皇
の
紹

 
述
に
よ
っ
て
完
成
し
た
勅
撰
の
書
で
あ
っ
て
、
朝
野
共
に
重
ん
ず
べ
き
書
物

 
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
は
古
い
時
代
を
通
じ
て
重
ん
ぜ
ら
れ
ず
、
書
紀
さ

 
え
そ
れ
を
明
記
し
て
引
用
す
る
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
書
紀
の
撰
者
は

 
引
用
書
を
挙
げ
る
こ
と
は
比
較
的
厳
密
で
、
一
中
略
l
I
嵩
麗
沙
門
道
顕

 
日
本
世
紀
の
よ
う
な
個
人
の
史
書
、
さ
て
は
百
済
記
、
百
済
本
町
の
類
を
い

 
ず
れ
も
書
名
を
明
記
し
て
引
用
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

 
最
も
近
く
撰
修
せ
ら
れ
て
、
最
も
内
容
的
に
深
い
関
連
の
あ
る
古
事
記
に
つ

 
い
て
は
固
く
口
を
署
し
て
語
ら
ず
、
全
篇
一
度
も
そ
の
名
を
示
し
て
い
な
い

 
の
は
、
普
通
の
状
態
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
問
に
は
何
か

 
正
常
で
な
い
、
一
が
他
を
無
視
す
る
よ
う
な
原
因
が
伏
在
す
る
の
で
は
あ
る

 
ま
い
か
。
…
…
 
（
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
上
文
献
篇
』
二
三
頁
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
両
書
が
関
係
あ
る
と
明
確
に
は
論
証
で
き
な
い
し
、
む

し
ろ
意
図
的
に
無
関
係
で
あ
ろ
う
と
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
西
郷
信
綱
氏
と
倉
塚
曄
子
氏
は
対
談
（
「
国
文
学
」
S
5
9
・
9
）
「
古

事
記
の
よ
み
を
ど
う
転
換
さ
せ
る
か
」
）
の
中
で

 
倉
塚
 
…
同
時
に
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
は
、
よ
く
記
紀
と
称
し
て
、
ひ
つ
く

 
 
る
め
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
今
ま
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ

 
 
の
よ
う
に
ひ
っ
く
る
め
て
は
と
て
も
呼
べ
な
い
、
非
常
に
深
い
文
化
的
、
精

 
 
神
的
深
淵
が
こ
の
二
つ
の
間
に
は
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
…

（1）

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
の



 
西
郷
 
そ
う
で
す
ね
、
い
つ
も
記
紀
と
い
う
ふ
う
に
お
み
き
徳
利
み
た
い
に

 
 
並
べ
て
扱
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
の
問
に
は
、
何
か
が

 
 
起
こ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
し
か
も
か
な
り
決
定
的
な
何
か
が
。
そ
れ
は
、

 
 
文
学
史
で
い
え
ば
人
麻
呂
と
憶
良
の
間
に
何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
の
と
重

 
 
な
る
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は
奈
良
に
都
城
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
と
、

 
 
そ
の
前
の
時
代
と
の
違
い
な
ど
と
も
関
連
し
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
あ
る

 
 
い
は
律
令
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
う
い
う
も
の
が
な
か
っ

 
 
た
時
代
と
の
違
い
も
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
何
か
が
起

 
 
き
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

 
勿
論
、
『
古
事
記
』
が
『
日
本
書
紀
』
に
言
及
し
な
い
の
は
、
成
立
年
代
の

古
い
方
が
、
未
完
の
書
を
無
視
し
た
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
逆
は
、
厩
大
な
資

料
を
駆
使
し
た
大
部
の
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
成
り
立

た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
例
え
ば
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、
『
万
葉
集
』
で
さ
え
も
、
歌
の
左
注
や
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

詞
に
、
『
古
事
記
』
が
三
回
（
9
0
番
歌
の
題
詞
と
左
注
、
六
番
歌
の
左
注
）
『
日

本
書
紀
』
が
、
「
紀
」
（
1
5
早
歌
左
注
他
）
「
日
本
紀
」
（
2
4
古
歌
左
注
他
）
「
日

本
書
紀
」
（
6
番
歌
左
注
他
）
等
十
回
以
上
登
場
し
、
9
0
番
歌
で
は
記
紀
が
同

時
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

 
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
関
係
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
神
話
や
説
話

の
比
較
、
語
彙
の
関
連
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
従
来
研

究
が
進
め
ら
れ
成
果
が
挙
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
巻
一
・
能
生

に
収
め
ら
れ
て
い
る
神
話
部
分
に
異
伝
が
多
く
、
『
古
事
記
』
上
巻
と
重
な
る

話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
倭
建
命
伝
説
を
は
じ
め
と
し
て
記
紀
両
書
に
共

通
伝
説
が
あ
り
、
そ
の
差
異
が
本
質
的
で
あ
る
こ
と
、
同
時
代
の
記
述
に
し
て

は
語
彙
用
字
法
に
違
い
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
研
究
の
立
脚
点
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
右
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
記
紀
歌
謡
に
関
し
て
も
、
比
較
研

究
す
る
こ
と
で
両
書
の
性
質
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。

 
記
紀
の
文
学
性
と
大
き
な
関
連
を
持
つ
歌
謡
は
従
来
、
『
古
事
記
』
に
百
十

二
首
、
『
日
本
書
紀
』
に
百
二
十
八
首
の
計
二
百
四
十
首
あ
り
、
記
紀
歌
謡
と

呼
ば
れ
、
古
代
歌
謡
の
中
心
を
な
す
が
、
記
紀
に
共
通
の
歌
謡
が
約
五
十
首
あ

る
の
で
、
約
百
九
十
首
を
記
紀
歌
謡
と
呼
ん
で
一
括
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

 
本
稿
で
は
、
従
来
散
文
部
分
で
行
わ
れ
て
い
た
記
紀
の
比
較
を
、
歌
謡
、
特

に
類
同
歌
謡
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
中
心
に
厳
密
に
比
較
検
討
し
て
、
記
紀
為
書

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

二

 
最
初
に
、
記
紀
歌
謡
を
歌
謡
番
号
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
古
代
歌
謡

集
』
の
番
号
に
よ
り
、
算
用
数
字
を
『
古
事
記
』
、
漢
数
字
を
『
日
本
書
紀
』

の
歌
謡
番
号
と
す
る
）
順
に
並
べ
、
類
同
歌
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

 
次
の
表
8
は
、
『
古
事
記
』
の
歌
謡
を
基
本
に
、
『
日
本
書
紀
』
の
類
同
歌
を

対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
間
の
欄
の
「
1
1
」
の
記
号
は
、
両
書
の
歌
謡

が
語
句
・
形
式
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 
表
の
に
よ
り
、
以
下
比
較
す
る
歌
謡
は
、
『
古
事
記
』
を
中
心
に
す
れ
ば
五

十
三
首
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 
次
に
そ
の
五
十
三
首
の
類
同
歌
を
ω
作
者
、
＠
歌
詞
の
相
違
、
の
形
式
の
三

点
に
お
い
て
対
応
さ
せ
、
表
に
ま
と
め
て
み
る
。
（
異
論
は
歌
詞
の
と
こ
ろ
に

の
み
示
し
た
）

（2）



記

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

紀

一

二

六

五

七

九

十
三

十
四

八

十
二

十
八

二
十

記

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

＝

＝

＝

・
紀

」二

ﾜ
二
六

二
七

二
二

二
三

二
一

二
九

三
二

O
三
四

三
五

三
六

三
七

三
八

記

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

＝

＝

紀

三
九

四
二

四
三

五
三

五
四

五
二

五
八

五
五

五
七

五
九

五
九

六
十

記

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

＝

＝

＝

r

紀

六
一

六
二

六
三

四
一

六
四

六
九

七
二

七
三

七
一

七
十

記

93

94

95

96

97

98

99

㎜

皿

皿

塒

脳

鵬

獅

獅

娚

㎜

m
皿

m

＝

＝

紀

七
五

七
六

八
七

八
五

八
六

表
の
 
記
紀
類
同
歌
謡

（3）



表
口

1
1
線
部
は
相
違
部
分
 
［
目
］
内
は
他
方
に
全
く
な
い
部
分

番
号

古
事
 
記
 
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

1

ω
須
佐
之
男
の
命
 
 
 
1
＠
 
妻
ご
み
に
（
第
三
句
・
他
動
詞
上
二
段
連
用
形
）
の
五
七
五
七
七

一
ω
同
上
 
 
 
1
＠
 
妻
こ
め
に
（
第
三
句
・
他
動
詞
下
二
段
連
用
形
）
0
9
同
上

6

ω
 
阿
治
志
貴
高
日
子
根
の
神
覧
な
る
や
藩
の
卿
が
せ
る
玉
の
離
圏
穴
 
 
玉
は
や
 
み
谷
 
二
渡
ら
す
阿
治
志
貴
高
日
子
根
の
神
ぞ
㈲
 
五
七
五
七
五
六
三
六
四
九

二

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
＠
 
天
な
る
や
 
弟
棚
機
の
 
項
が
せ
る
 
玉
の
御
統
の
 
穴
玉
は
や
 
 
み
谷
 
二
渡
ら
す
味
紹
高
彦
根
の
 
五
七
五
八
六
三
六
九

7

六

ω
同
上
 
 
 
 
i
＠
赤
玉
の
 
光
は
あ
り
と
 
人
は
言
へ
ど
 
君
が
害
し
 
貴
く
あ
軌
 
 
け
り
㈲
 
五
七
六
七
八

［4）



番
号

古
事
 
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

8

ω
 
日
子
遅
（
火
遠
理
の
命
）
 
 
 
 
 
 
 
一
＠
沖
つ
鳥
鴨
ど
く
島
に
…
 
妹
は
忘
れ
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
世
の
ご
と
ご
と
に
の
五
七
五
七
七

（
下
二
段
・
未
然
形
）

五

9

ω
神
武
天
皇
 
 
 
 
 
 
た
か
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
や
一
㈲
 
宇
陀
の
 
高
城
に
…
い
す
く
は
し
 
鯨
障
る
…
 
こ
き
だ
ひ
ゑ
ね

七

え
え
 
し
ゃ
こ
し
や
 
こ
は
い
の
こ
ふ
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ざ
わ
ら
ふ
あ
あ
 
し
ゃ
こ
し
や
 
こ
は
嘲
笑
そ

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
＠
宇
陀
の
 
高
城
に
…
い
す
く
は
し
 
鯨
障
り
…
 
こ
き
だ
ひ
ゑ
ね
㈲
 
三
四
六
五
七
五
六
四
五
五
六
六
五
五
五
七
六

の
 
三
四
六
五
七
五
六
四
五
五
六
六
五
五
五
七
六
二
五
七
二
五
八

10

ω
神
武
天
皇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
さ
は
＠
忍
坂
の
大
室
屋
に
…
仁
多
に
 
 
居
り
と
も
 
み
つ
み
つ
し
 
 
 
 
・
つ
 
 
ち
 
撃
ち
て
し
止
ま
む

 
 
来
入
り
居
り
人
多
に
 
入
り
 
 
 
 
 
く
ぶ
つ
つ
 
 
 
 
い
し
つ
つ
久
米
の
子
が
 
頭
槌
い
 
石
椎
い
も

九

ω
道
臣
の
命
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
＠
忍
坂
の
 
大
室
屋
に
…
仁
多
に
 
入
り
居
り
と
も
 
人
多
に
 
来
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
 
 
入
り
居
り
と
も
 
み
つ
み
つ
し
 
久
米
の
子
ら
が
 
頭
槌
い
 
石
 
 
椎
い
も
ち
 
撃
ち
て
し
止
や
む

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
e

（5）



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

頭
槌
い
 
石
椎
い
も
ち
 
今
撃
た
ば
良
ら
し

レ9

@
四
六
五
五
五
⊥
ハ
五
五
五
七
七
五
六
五
七
八

の
 
四
六
五
六
五
七
五
六
五
七
七

11

十
三

ω
同
上
＠
 
み
つ
み
つ
し
 
久
米
の
子
ら
が
 
垣
本
に
 
粟
生
に
は
 
香
韮
一
 
 
 
 
 
i
 
 
本
 
そ
の
が
本
 
雲
根
芽
つ
な
ぎ
て
 
撃
ち
て
し
止
ま
む
の
 
五
六
五
五
七
五
七
七

12

ω
神
武
天
皇
回
 
み
つ
み
つ
し
 
久
米
の
子
ら
が
…
口
ひ
び
く
 
我
は
忘
れ
じ
 
撃
 
 
ち
て
し
止
ま
む
の
 
五
六
五
七
五
七
七

十
四

13

ω
神
武
天
皇
＠
 
神
風
の
…
這
ひ
も
と
ほ
ろ
ふ
 
し
た
だ
み
の
 
い
這
ひ
も
と
ほ
り
 
 
撃
ち
て
し
止
ま
む

八

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
お
ほ
い
し
＠
 
神
風
の
…
大
石
に
や
 
い
這
ひ
も
と
ほ
る
 
し
た
だ
み
の

し
た
だ
み
の
 
吾
子
よ
 
吾
子
よ
 
し
た
だ
み
の

い
這
ひ
も
と

（6）



番
号

古
事
 
記
 
歌
 
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

撃
ち
て
し
止
ま
む

09

ﾜ
六
四
七
五
七
七

 
 
ほ
り
 
撃
ち
て
し
止
ま
む
㈲
 
五
六
六
七
五
五
三
三
五
七
七
七

14

ω
神
武
天
皇
 
 
た
た
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
㈲
楯
並
め
て
 
伊
那
北
の
山
の
 
木
の
間
よ
も
…
㈲
 
五
七
五
七
五
六
五
六
七

十
二

22

ω
腰
裳
着
る
少
女
 
 
み
 
ま
 
き
い
り
ひ
 
二
＠
御
真
木
入
日
子
は
や

十
八

御
真
木
入
日
子
は
や

 
 
を
 
 
 
 
 
一
己
が
命
を
 
盗
み
 
 
 
い
行
き
違

 
 
死
せ
む
と
 
 
ひ
 
窺
は
く
の
 
九
九
五
七
五
六
五
六
五
四
九

し
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
が
後
つ
戸
よ
 
い
行
き
違
ひ
 
穿
つ
戸
よ
 
知
ら
に
と
 
御
真
木
入
日
子
は
や

 
 
死
せ
む
と
 
ぬ
す
ま
く
知
ら
に
大
き
戸
よ
り
窺
ひ
て
 
殺
さ
む
と

23

ω
倭
建
命
＠
 
や
つ
め
さ
す
 
出
雲
建
が
…
㈲
五
七
五
七
七

二
十

ω
時
の
人
＠
 
や
く
も
た
つ
 
出
雲
建
が
…
の
 
五
七
五
七
七

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
の

（7）



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

25

ω
倭
建
命
＠
 
新
治
 
筑
波
を
過
ぎ
て
 
幾
夜
か
寝
つ
る
㈲
 
四
七
七

二
五

ω
同
上
＠
同
上
の
同
上

26

二
六

 
 
ひ
と
も
し
び
と
 
 
あ
っ
 
 
め
ぐ
ω
乗
燭
者
［
▽
旧
く
賞
ま
れ
た
㈲
 
同
上
の
 
五
七
七

29

 
 
 
 
 
 
た
だ
＠
 
尾
張
に
 
直
に
向
へ
る
 
 
一
つ
松

ω
倭
建
命
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尾
津
の
崎
な
る
 
一
つ
松
 
あ
せ
を

二
七

ω
同
上
回
 
尾
張
に
 
直
に
向
へ
る
 
一
つ
松
 
あ
は
れ
 
一
つ
松
 
人
に
あ

 
 
 
 
 
 
 
た
 
ち
 
は
人
に
あ
り
せ
ば
 
太
刀
侃
け
ま
し
を
 
衣
着
せ
ま
し
を

一
つ
松
 
あ
せ
を

 
 
り
せ
ば
 
衣
着
せ
ま
し
を
 
太
刀
侃
け
ま
し
を
㈲
四
七
五
三
五
七
七
七

の
 
四
七
七
五
三
五
七
七
七
五
三

30

ω
 
倭
建
命

二
二

ω
景
行
天
皇

（8）



番
号

古
事
 
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
 
 
 
 
 
た
た
㈲
 
大
和
は
 
国
の
ま
秀
ろ
ば
 
畳
な
つ
く
 
青
垣
 
山
こ
も
れ
る
 
 
大
和
し
う
る
は
し
の
 
四
七
五
四
六
八

＠
大
和
は
 
国
の
ま
秀
ら
ま
 
畳
な
つ
く
 
青
垣
山
 
こ
も
れ
る
 
 
大
和
と
し
う
る
は
し
の
四
七
五
六
四
八

31

二
三

ω
景
行
天
皇

32

ω
倭
建
命
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ぎ
へ
＠
 
は
し
け
や
し
 
我
家
の
方
よ
 
雲
居
立
ち
来
む
の
 
五
七
七
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

二
一

ω
景
行
天
皇
㈲
 
は
し
き
よ
し
 
我
家
の
方
よ
 
雲
居
立
ち
来
も
㈲
同
上

38

二
九

ω
忍
熊
の
王
 
 
 
 
あ
 
ぎ
＠
 
い
ざ
吾
君
振
熊
が
痛
手
負
は
ず
は
 
鳩
鳥
の
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ
 
 
 
 
 
 
一
 
'
淡
海
の
海
に
 
潜
き
せ
な
わ

痛
手
負
は
ず
ば
 
糠
鰯
の
 
歩
き
せ
な
，

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
O

（9］



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

㈲
 
四
五
七
五
七
六

の
四
六
五
六
五
七
五
五

39

三
二

ω
 
神
功
皇
后
 
 
 
 
 
 
 
力
む
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と
ほ
回
 
こ
の
御
酒
は
…
神
寿
き
 
寿
ぎ
狂
ほ
し
 
豊
寿
き
 
寿
ぎ
廻
し
…
 
 
 
 
1
 
 
御
酒
そ
の
 
五
七
五
七
五
七
四
六
四
六
五
三
五
二

40

三
三

舞
ひ
つ
つ
 
醸
み

ω
 
建
内
の
宿
祢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
回
 
こ
の
御
酒
を
…
歌
ひ
つ
つ
 
醸
み
け
れ
か
も
 
 
け
れ
か
も
マ
」
の
御
酒
の
御
酒
の
あ
章
・
た
劉
さ
さ
の
 
五
七
五
六
五
六
四
六
五
三
八
二

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
＠
 
こ
の
御
酒
を
…
歌
ひ
つ
つ
 
醸
み
け
め
か
も
 
こ
の
御
酒
の
 
あ
 
 
 
 
 
『
 
 
や
に
う
た
楽
し
 
さ
さ
㈲
 
五
七
五
六
五
六
五
八
二

41

ω
応
神
天
皇
 
 
ち
 
ば
 
 
か
つ
の
＠
 
千
葉
の
葛
野
を
見
れ
ば
…
の
 
一
二
七
五
六
七

三
四

ω
同
上
㈲
同
上
の
同
上

（10）



番
号

古
事
 
車
戸
 
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

43

ω
応
神
天
皇
 
 
 
 
 
 
 
劉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
か
㈲
 
い
ざ
子
ど
も
 
野
蒜
摘
み
に
 
蒜
摘
み
に
 
わ
が
行
く
道
の
 
香

三
五

 
 
ぐ
は
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
零
し
 
花
橘
は
 
上
つ
枝
は
 
鳥
居
枯
ら
し
 
下
枝
は
 
弓
取
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
 
 
 
I
 
劉
 
 
枯
ら
し
 
三
栗
の
 
中
つ
枝
の
 
ほ
っ
も
り
 
赤
ら
嬢
子
を
 
誘
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
さ
さ
ば
 
良
ら
し
な
㈲
 
五
六
五
七
四
七
四
六
四
七
五
五
四
七
五
四

 
 
 
 
 
 
 
下
枝
ら
は
 
人
皆
取
り
 
上
枝
は
 
鳥
居
枯
ら
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
 
 
…
ふ
ほ
こ
も
り
 
赤
れ
る
嬢
子
 
い
ざ
さ
か
ば
良
な
の
 
四
七
五
七
四
六
五
六
四
六
五
五
五
七
七

44

ω
応
神
天
皇
 
 
 
 
 
 
 
よ
さ
み
 
 
 
 
一
㈲
 
水
た
ま
る
 
依
網
の
池
の

三
六

 
 
お
ほ
さ
ざ
き
ω
大
鵬
鵯
の
尊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
㈲
水
た
ま
る
 
依
網
の
池
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尊
繰
り
 
延
へ
け
く
知
ら
に
 
二
等
川
俣
江
の
圏
刺
し
け
看
に
吾
恋
し
 
 
 
．
訂
 
 
い
や
愚
に
し
て
㈲
 
五
七
五
七
五
六
五
七
六
七

45

ω
大
雀
の
命
 
 
み
ち
 
 
し
り
㈲
道
の
後
こ
は
だ
嬢
子
を
神
の
如
聞
え
し
か
制
相
枕
ま
く

三
七

ω
同
上
＠
道
の
後
 
こ
は
だ
嬢
子
を
 
神
の
如
聞
え
し
か
首
相
枕
ま
く

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
e

（11）



番
号

古
事
 
記
 
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

の
 
五
七
五
七
七

の
 
五
七
五
六
七

46

三
八

48

ω
吉
野
の
国
主
等
 
 
か
 
し
 
 
 
ふ
回
白
梼
の
生
に
…
醸
み
し
大
御
酒
㈲
 
五
七
四
七
四
七
四

三
九

ω
同
上
＠
白
梼
の
生
に
…
醸
め
る
大
御
酒
の
同
上

50

ω
大
山
守
の
命
㈲
 
ち
は
や
ぶ
る
 
宇
治
の
渡
り
に
…
の
 
五
七
五
七
七

四
二

ω
同
上
．
㈲
 
ち
は
や
人
 
宇
治
の
渡
り
に
…
の
同
上

（12）



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

51

ω
宇
治
の
稚
郎
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
い
ら
＠
 
ち
は
や
人
 
宇
治
の
渡
り
に
 
渡
り
瀬
に
…
苛
な
け
く
 
そ
こ
に
 
 
思
ひ
出
 
愛
し
げ
く
 
こ
こ
に
思
ひ
■
出
㈲
 
五
七
五
三
八
五
七
五
七
四
七
四
七
五
七
五
七
七
八

四
一
二

 
 
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
 
 
思
ひ
 
愛
し
げ
く
 
こ
こ
に
思
ひ
…
の
 
五
七
五
三
八
五
七
五
七
四
七
四
七
五
六
五
六
七
八

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
㈲
 
ち
は
や
人
 
宇
治
の
渡
り
に
 
渡
り
手
に
…
苛
な
け
く
 
そ
こ
に

ω
磐
之
姫
皇
后
 
 
 
 
 
 
1
＠
 
つ
ぎ
ね
ふ
や

五
三

ω
同
上
＠
 
つ
ぎ
ね
ふ

5
7
ノ

山
城
川
を
…
川
の
辺
に
 
生
ひ
立
て
る

さ
 
し
 
ぶ
烏
草
樹
二
つ
真

山
城
川
を
…
川
隈
に
 
立
ち
栄
ゆ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
し
を
 
烏
草
樹
の
木
其
が
下
に
 
生
ひ
立
て
る
 
葉
手
椿
 
其
が
花
の
 
照
り
坐
し
 
其
が
葉
の
 
広
り
坐
す
は

百
足
ら
ず
 
八
十
葉
の
木
は

大
君
う
か
も

大
君

 
 
う
か
も
㈲
 
五
七
五
六
五
五
四
五
五
五
三
六
五
五
四
七
七

㈲
 
四
七
五
六
五
六
五
六
七

58

ω
磐
之
姫
皇
后
 
 
 
 
 
 
一
＠
 
つ
ぎ
ね
ふ
や
…
㈲
 
五
七
五
六
五
六
三
⊥
ハ
ニ
七
八
七

五
四

ω
同
上
＠
 
つ
ぎ
ね
ふ
…
㈲
 
四
七
五
六
五
六
三
六
二
七
八
七

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
日
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番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

59

五
二

61

ω
仁
徳
天
皇
回
 
つ
ぎ
ね
ふ
 
山
城
女
の
…
の
 
四
六
五
六
四

五
八

ω
同
上
＠
阿
上
の
同
上

62

五
五

63

ω
仁
徳
天
皇
＠
 
つ
ぎ
ね
ふ
 
山
城
女
の
…
の
 
四
六
五
六
五
七
五
六
七

五
七

ω
同
上
＠
同
上
の
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

（14）



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

6
6
6
7

五
九

ω
機
織
女
 
 
 
 
 
 
 
あ
め
か
な
ば
た
 
 
め
ど
り
＠
 
ひ
さ
か
た
の
 
天
金
…
機
 
雌
鳥
が
 
織
る
金
…
機
 
隼
別
の
 
白
襲
 
 
 
ね
 
 
が
料
の
五
六
四
六
七
六

68

ω
女
鳥
の
王
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ざ
き
＠
雲
雀
は
 
天
に
翔
る
 
高
行
く
や
 
速
総
別
鵜
鶴
捕
ら
さ
ね
の
匹
六
五
六
七

六
十

70

ω
速
総
別
の
王

⊥
登

ω
同
上
㈲
梯
立
の

 
 
は
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
が
＠
梯
立
の
 
十
二
山
は
 
還
し
け
ど
 
妹
と
登
れ
ば
 
瞼
し
く
も
あ
一
 
 
ら
ず
㈲
 
五
七
五
七
八

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
e

（15）



番
号

古
事
 
記
 
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

71

ω
仁
徳
天
皇
＠
 
た
ま
き
は
る
 
内
の
朝
臣
 
汝
こ
そ
は

六
二

ω
 
同
上
＠
 
た
ま
き
は
る
 
内
の
朝
臣
汝
こ
そ
は

世
の
長
人
 
そ
ら
み
つ

 
 
と
ほ
ひ
と
世
の
遠
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
む
 
 
大
和
の
国
に
 
魚
卵
産
と
聞
く
や
㈲
 
五
五
四
六
四
七
八

汝
こ
そ
は
 
国
の
長
人

秋
津
島
大
和
の
国
に
 
雁
卵
産
と

 
 
汝
は
聞
か
す
や
の
 
五
五
四
六
四
七
五
七
五
六

72

ω
建
内
の
宿
祢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
べ
＠
 
高
光
る
 
日
の
御
子
諾
し
こ
そ
 
問
ひ
給
へ

・
六
三

ω
同
上

＠
 
や
す
み
し
し
 
我
が
大
王
は
 
諾
な
諾
な
 
我
を
問
は
す
な
 
稠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
れ
真
こ
そ
に
 
問
ひ
給
へ
 
吾
こ
そ
は
 
世
の
長
人
 
そ
ら
み
つ

我
は
聞
か
ず

 
 
大
和
の
国
に
 
雁
卵
産
と
 
い
ま
だ
聞
か
ず
の
 
五
四
五
五
四
五
五
六
四
七
五
六

 
 
測
副
大
和
の
国
に
 
雁
卵
産
と
の
五
七
六
七
五
七
五
六

74

ω
 
不
明
＠
枯
野
を
…
の
 
四
五
五
六
五
五
八
四
五
四

四
一

ω
応
神
天
皇
＠
同
上
㈲
同
上

（16）



番
号

古
事
記
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

77

ω
履
中
天
皇
＠
大
坂
に
…
㈲
 
五
七
五
七
七

六
四

ω
同
上
＠
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
㈲
 
同
上

78

ω
木
梨
軽
の
太
子
＠
 
あ
し
ひ
き
の
 
山
田
を
作
り
…
下
問
ひ
に
 
我
が
問
う
妹
を
刊
 
 
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘
一
 
 
こ
 
ぞ
 
 
 
 
一
 
 
泣
き
に
 
我
が
泣
く
妻
を
 
今
夜
こ
そ
は
…
の
 
五
七
五
七
五
七
五
七
五
七

六
九

ω
同
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
＠
 
あ
し
ひ
き
の
 
山
凪
を
作
り
…
下
泣
き
に
 
わ
が
泣
く
妻
 
片
泣
1
 
 
き
に
 
我
が
泣
く
妻
 
今
夜
こ
そ
…
㈲
 
五
七
五
七
五
六
五
六
四
七

81

ω
大
前
小
前
の
宿
祢
㈲
大
前
 
小
前
宿
祢
が
…
か
く
寄
り
来
ね
の
 
四
七
五
六
七

七
二

ω
 
穴
穂
の
皇
子
（
安
康
天
皇
）
㈲
 
大
前
…
か
く
立
ち
寄
ら
ね
…
㈲
 
四
七
五
七
七

82

ω
大
前
小
前
の
宿
祢
＠
宮
人
の
…
の
 
五
七
五
七
七

七
三

ω
同
上
㈲
同
上
の
同
上

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
e

（17）



番
号

838697

古
事
 
記
 
歌
謡

ω
木
梨
軽
の
太
子

 
 
あ
ま
だ
 
 
 
 
 
 
 

＠
 
天
飛
む
 
軽
の
嬢
子

の
 
四
六
五
七
六
三
旧

い
た
泣
か
ば
 
人
知
り
ぬ
べ
し
…

（7x） （ロ） （イ）

木
梨
軽
の
太
子

 
 
 
 
 
 
は
ぶ

大
君
を
 
島
に
放
ら
ば
：

五
七
五
七
七
五
七
七

・
我
が
妻
は
ゆ
め

（ロ） （イ）

雄
略
天
皇

 
え
し
の
 
 
を
む
う
 
 
 
 
し
し
 
 
 
 

 

み
吉
野
の
 
小
牟
漏
が
嶽
に
 
獣
伏
す
と
 
誰
そ

大
前
に
申
す

 
や
す
み
し
し

白
妙
の
 
雨
着
備
ふ

我
が
大
君
の
 
獣
待
つ
と

あ
ぐ
ら

畳
床
に
い
ま
し

た
こ
む
ら
 
 
 
 
あ
む

手
腓
に
 
虻
掻
き
着

'
そ
の
虻
を
 
蜻
蛉

早
咋
ひ

か
く
の
如
名
に
負
は
む
と
 
そ
ら
み
つ
 
大
和
の
国

を
 
蜻
蛉
島
と
ふ

を9

@
五
七
五
三
八
五
七
五
七
五
六
五
六
五
七
五
六
四
七
七

番
号

七
一七

十
七
五

日
本
書
紀
歌
謡

ω
 
同
上

＠
馳
天
飛
む
 
軽
嬢
子

09
@
四
五
五
七
六
三
旧

い
た
泣
か
ば
 
人
知
り
ぬ
べ
み
…

（7N） （ロ） （イ）

同
上

大
君
を
 
島
に
放
り
…
我
が
妻
を
ゆ
め

五
六
五
七
七
五
七
七

ω
 
同
上

㈲
大
和
の

 
 
に
申
す

ニ
 
む
 
ら

小
武
和
が
嶽
に

一
本
、
大
前
に
申
す
を
大

に
申
す
に
易
へ
た
り

獣
伏
す
と
誰
巣引
」
大
前

大
君
は

 
 
 
 
あ
 
ナ
 
ら

玉
纏
の
 
呉
床
に
立
た
し
レ
鉢
白
墨
燥
肌
を
い
ま

床
に
立
た
し
 
獣
待
つ
と
 
我
が
い
ま
せ
ば

其
こ
を
聞
か
し
て

 
し
 
つ
ま
き

 
倭
文
纏
の
 
呉

さ
猪
待
つ
と
 
我

 
 
 
 
 
 
た
く
ふ
ら

が
立
た
せ
ば
 
手
腓
に
 
虻
掻
き
着
き
 
そ
の
虻
を
 
蜻
蛉
早
咋

ひ
 
這
ふ
虫
も
 
大
君
に
奉
ら
ふ
 
汝
が
形
は
 
置
か
む
 
蜻
蛉

（18）



番
号

古
事
 
記
 
歌
謡

番
号

日
本
書
紀
歌
謡

 
 
 
 
一
 
 
口
 
 
一
本
、
這
ふ
虫
を
以
下
を
、
斯
く
の
ご
と
名
に
負
は
む
と
そ
島
大
禾
 
ら
み
つ
大
和
の
国
を
蜻
蛉
島
と
い
ふ
に
易
へ
た
り

ρ9

@
四
七
五
七
八
五
七
五
七
五
七
五
六
五
六
五
六
五
七
五
九
五
三
八

宵
 
9
8

ω
雄
略
天
皇

七
六

ω
舎
人

回
 
や
す
み
し
し
 
我
が
大
君
の
 
遊
ば
し
し
 
獄
の
 
癒
獄
の
 
鳴

＠
や
す
み
し
し
 
我
が
大
君
の
 
遊
ば
し
し
 
猪
の
 
吼
き
白
み

か
し
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
り
き
恐
み
 
我
が
逃
げ
登
り
し
 
在
峰
の
 
榛
の
木
の
枝

我
が
逃
げ
登
り
し
 
在
峰
の
 
上
の
 
 
棒
が
枝
 
あ
せ
を

㈲
 
五
七
五
三
五
七
八
四
七

㈲
 
五
七
五
三
七
八
七
五
三

期

ω
 
顕
宗
天
皇

八
七

ω
武
烈
天
皇

＠
潮
瀬
の
…

㈲
 
同
上
（
但
し
末
尾
に
「
一
本
潮
瀬
を
水
門
に
易
へ
た
り
」
が
あ
る
。
）

の
四
七
五
七
七

の
同
上

m

ω
顕
宗
天
皇

八
五

ω
同
上

 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
て
＠
浅
茅
原
 
小
谷
を
過
ぎ
て
 
百
伝
ふ
 
鐸
ゆ
ら
く
も
 
置
目
来
ら

 
 
 
 
 
i
剥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
回
 
浅
茅
原
 
小
硝
を
過
ぎ
 
百
重
ふ
 
鐸
ゆ
ら
く
も
よ
 
置
目
来
ら

し
も

し
も

㈲
 
五
七
五
六
七

㈲
 
五
六
五
七
七

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
ω

（19）



112 番
号

㈲  （ロ） （イ）

五  置 顕
七  目 宗
五  も  天
七  や  皇
八  i

古

事

記

歌

≡蒜
百缶

八 三

六 号

◎9 （ロ） 〈イ）

同  同  同
上  上  上

日

本

壼
日

紀

歌

謡

 
 
 
 
 
 
 
 
三

 
以
上
、
繁
を
厭
わ
ず
、
一
般
に
類
同
歌
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
、
作
者
、
歌
詞
、

形
式
の
上
か
ら
比
較
し
、
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
そ
の
表
口
を
更

に
ま
と
め
て
差
異
の
無
い
か
、
僅
少
な
も
の
を
三
つ
に
整
理
し
て
み
た
い
。

ω
 
作
者
、
歌
詞
、
形
式
が
完
全
に
同
じ
歌
謡
（
完
全
一
致
歌
）
は
八
組
。
2
5

 
（
二
五
）
、
2
6
（
二
六
）
、
4
1
（
三
四
）
、
6
1
（
五
八
）
、
6
3
（
五
七
）
、
7
7

 
（
六
四
）
、
8
2
（
七
三
）
、
皿
（
八
六
）
。
（
7
4
と
四
一
は
、
7
4
番
歌
が
、
『
古

 
事
記
』
と
し
て
は
珍
し
く
、
作
者
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
こ
の
中
に

 
入
れ
な
い
）

②
 
歌
詞
の
違
い
が

 
ω
 
一
音
も
し
く
は
一
語
の
も
の
十
組
。
1
（
一
）
、
1
2
（
十
四
）
、
1
4
（
十

 
 
二
）
、
2
3
（
二
十
）
、
3
2
（
二
一
）
、
4
0
（
三
三
）
、
4
5
（
三
七
）
、
4
8
（
三

 
 
九
）
、
5
0
（
四
二
）
、
5
8
（
五
四
）

 
＠
 
．
二
業
も
し
く
は
二
語
の
も
の
五
組
。
4
6
（
三
八
）
、
5
1
（
四
三
）
、
5
9

（
五
二
）
、
8
3
（
七
一
）
（
8
6
（
七
十
）

 
の
三
音
も
し
く
は
一
句
の
も
の
三
組
。
8
（
五
）
、
6
2
（
五
五
）
、
8
1
（
七

 
 
二
）

 
ω
右
の
ω
㈲
の
以
外
の
微
細
な
も
の
一
組
。
m
（
八
五
）

㈲
 
作
者
だ
け
が
違
う
も
の
二
組
。
7
4
（
四
一
）
、
鵬
（
八
七
）

 
以
上
の
ω
ω
㈹
は
、
類
同
歌
で
は
な
く
、
早
歌
と
近
似
歌
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
違
っ
て
い
て
も
極
め
て
微
細
で
あ
る
だ
け

に
、
資
料
的
な
同
一
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
視
点
を
換
え
て
見
れ
ば
、

敢
え
て
違
わ
せ
た
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
の
疑
い
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
右
の
比
較
に
、
用
字
、
用
字
意
識
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
の

は
、
勿
論
稿
者
の
菲
才
に
よ
る
が
、
富
山
民
蔵
著
『
傭
囎
賊
た
日
本
書
紀
一
古

事
記
の
三
姫
鞭
彙
研
究
上
・
下
』
（
風
間
堂
旦
房
）
の
大
著
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

 
 
 
む

（
下
巻
m
頁
）

 
 
上
記
の
記
紀
の
二
歌
謡
に
つ
い
て
、
詞
章
構
成
の
過
程
に
お
け
る
用
字
意

 
識
を
考
え
る
に
、
仁
徳
記
の
（
6
2
）
の
歌
謡
は
、
仁
徳
紀
の
類
歌
（
5
5
）
の

 
歌
謡
を
基
に
し
て
、
歌
格
の
整
理
を
し
て
、
各
語
彙
の
浜
玉
を
示
し
た
課
歌

（20）



 
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
。

な
ど
に
示
さ
れ
る
、
大
胆
な
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
軽
々
に
そ
の
方

面
に
言
及
し
な
い
の
が
適
当
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。

 
ω
の
完
全
一
致
歌
を
順
次
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
2
5
（
二
五
）
、
2
6

（
二
六
）
の
二
組
は
、
後
世
連
歌
の
起
源
と
さ
れ
た
片
歌
の
問
答
歌
で
、
連
歌

の
こ
と
を
「
筑
波
の
道
」
と
言
っ
た
り
、
連
歌
書
に
『
菟
玖
波
集
』
な
ど
と
あ

る
の
も
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
有
名
な
歌
で
あ
る
。
作
者
の
倭
建
命
は
記
紀
直

書
で
そ
の
像
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
二
組
四
首
の
歌
に
関
し
て
は

全
く
同
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
片
歌
と
い
う
短
詩
形
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く

働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ゆ

 
他
の
完
全
一
致
歌
の
六
組
ま
で
が
短
歌
形
式
で
、
6
1
（
五
八
）
、
6
3
（
五
七
）

の
二
組
も
八
句
体
、
九
句
体
小
長
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
短
詩
形
の
歌
謡
で
あ
る
こ
と
が
、
変
化
せ
ず
に
伝
訥
さ
れ
る
要
素
の
有
力

な
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

 
4
1
（
三
四
）
は
、
「
…
を
見
れ
ば
…
も
見
ゆ
…
も
見
ゆ
」
の
寿
歌
的
歌
詞
を

含
む
、
典
型
的
な
「
国
見
歌
」
即
ち
国
土
礼
讃
歌
で
あ
る
。
短
歌
形
式
の
上
に
、

国
見
歌
の
定
形
的
表
現
を
持
つ
こ
と
か
ら
記
紀
で
完
全
に
同
じ
形
と
な
っ
た
。

 
6
1
（
五
八
）
、
6
3
（
五
七
）
は
、
仁
徳
天
皇
に
対
す
る
石
之
日
面
皇
后
の
嫉

妬
物
語
中
の
歌
謡
で
、
初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
が
序
で
、
後
段
の
本
旨
を
導
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
つ

も
の
で
あ
る
。
6
3
歌
の
後
に
「
こ
の
天
皇
と
大
后
の
歌
は
し
し
六
歌
は
、
志
都

う
た歌

の
歌
返
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宮
廷
歌
曲
と
し
て
歌
い
継
が
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
、
の
「
石
平
日
売
物
語
」
と
も
い
う
べ
き
長
い
物
語
が
広
く
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
、
記
紀
の
中
で
も
有
数
の
長
編
物
語
で
あ
る
こ
と
や
、
『
万
葉

集
』
巻
二
の
巻
頭
に
も
そ
れ
の
面
影
を
十
分
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
の

か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る
。
特
に
こ
の
二
組
の
歌
は
、
仁
徳
天
皇
が
石
之
日
売

を
自
身
で
説
得
す
る
重
要
な
歌
で
あ
る
し
、
序
の
部
分
「
つ
ぎ
ね
ふ
 
山
城
女

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
ね
 
び

の
 
木
鍬
持
ち
 
打
ち
し
大
根
」
は
特
異
で
動
か
し
が
た
い
詞
句
で
あ
る
か
ら
、

記
紀
で
完
全
に
一
致
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
み
の
え
の
な
か
つ
み
こ

 
7
7
（
六
四
）
は
、
履
中
天
皇
に
対
す
る
「
墨
江
中
王
の
反
乱
物
語
」
の
中

の
歌
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
記
紀
で
殆
ん
ど
差
が
な
く
語
ら
れ
て
い
て
、
歌

謡
は
『
古
事
記
』
三
首
に
対
し
『
日
本
書
紀
』
は
六
四
の
一
首
で
、
そ
の
一
首

が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
の
他
の
歌
謡
の
出
自
に
つ
い
て
は
、

山
路
平
四
郎
著
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
が
7
8
（
大
系
本
で
は
7
7
に
相
当
す
る
）
の

〔
評
〕
の
部
分
で
、

 
 
た
だ
墨
江
中
王
の
反
乱
物
語
は
、
『
記
紀
』
の
間
で
殆
ど
相
違
が
な
い
の

 
に
『
書
紀
』
の
伝
え
る
歌
謡
は
、
『
古
事
記
』
の
三
首
の
う
ち
、
こ
れ
と
同

 
歌
で
あ
る
く
六
四
歌
〉
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
と
前
戯
歌
と

 
は
、
本
来
出
自
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
点
だ
け

 
を
付
記
し
て
お
く
。

と
あ
る
の
が
当
を
得
て
い
る
と
思
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
7
7
（
六
四
）
が
最
も

重
要
な
歌
と
な
る
わ
け
で
、
待
伏
せ
を
教
え
て
履
中
天
皇
を
救
っ
た
コ
女

人
」
は
神
霊
の
宿
る
人
で
、
神
意
が
乙
女
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神
聖
な
話
が
歌

謡
に
よ
っ
て
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
記
紀
で
異
な

る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
8
2
（
七
三
）
は
、
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
木
梨
之
軽
太
子
が
美
し
い
同
母
妹

と
関
係
し
て
身
を
亡
ぼ
す
、
近
親
相
姦
と
皇
位
継
承
が
絡
ん
だ
、
多
数
の
歌
謡

（
記
で
十
二
首
、
紀
で
五
首
）
を
含
む
「
木
軽
之
軽
太
子
の
物
語
」
中
の
一
首

で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
で
は
、
允
恭
天
皇
崩
去
の
後
、
人
心
が
自
分

C21）



か
ら
離
れ
た
軽
太
子
は
、
穴
穂
皇
子
を
攻
め
る
が
、
時
に
利
あ
ら
ず
、
逃
げ
込

ん
だ
大
前
宿
祢
の
家
で
死
ん
だ
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
古
事
記
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
て
ま
つ

で
は
、
大
前
小
前
誤
長
は
、
太
子
を
捕
え
て
穴
穂
皇
子
に
貢
攣
り
、
太
子
は
伊

予
の
湯
に
流
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
『
日
本
書
紀
』
の
分
注
に

＝
に
云
は
く
、
伊
予
国
に
流
し
ま
つ
る
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
記
の
内

容
と
一
致
す
る
。
こ
の
歌
は
『
古
事
記
』
で
は
、
「
宮
人
振
」
の
歌
曲
名
が
付

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ゆ
ひ

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歌
曲
名
も
「
宮
人
の
 
足
結
の
小
鈴
 
落
ち
に
き
と
…
」

の
初
句
か
ら
来
た
こ
と
が
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
宮
中
に
伝
承
さ
れ
る

（
も
と
は
と
も
か
く
）
歌
謡
で
あ
る
し
、
記
紀
に
異
同
が
な
い
の
も
当
然
な
歌

で
あ
る
。
．

 
皿
（
八
六
）
は
、
丁
番
が
『
古
事
記
』
最
後
の
歌
謡
で
、
雄
略
天
皇
に
殺
さ

れ
た
顕
宗
天
皇
の
父
、
市
島
の
王
の
御
骨
が
埋
ま
っ
て
い
る
所
を
知
っ
て
い
た
気

 
 
 
お
み
な
 
 
お
き
め
 
お
み
な

淡
海
の
老
娚
（
置
目
老
姐
）
が
、
老
齢
を
理
由
に
淡
海
の
国
に
帰
る
時
、
顕
宗

天
皇
が
見
送
り
な
が
ら
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
で
は
単
に
「
見
送
り
て
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
た

ひ
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
歌
の
前
文
が
、
紀
で
は
「
天
皇
、
聞
こ
し
め
し
椀
痛
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
か
じ
 
 
 
 
わ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

た
ま
ひ
て
、
物
千
段
を
賜
ひ
、
逆
め
路
を
岐
れ
む
こ
と
を
傷
み
て
、
重
ね
て
期

 
 
 
 
 
 
な
げ

ひ
難
き
こ
と
を
感
き
た
ま
ふ
」
と
あ
っ
て
、
歌
と
と
も
に
老
婦
を
思
う
気
持
が

盗
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
に
出
て
く
る
二
組
の
記
紀
類
同
歌
は
極
め
て
よ
く
似

て
い
る
し
、
物
語
自
体
も
大
筋
で
は
変
わ
ら
な
い
。
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本

書
紀
編
 
土
橋
寛
』
は
、
八
六
歌
の
考
説
の
所
で
、
記
紀
の
伝
承
の
相
違
点
か

ら
、 

『
紀
』
の
ほ
う
は
倭
岱
の
系
統
の
伝
承
、
『
記
』
の
ほ
う
は
韓
岱
の
系
統
の

 
伝
承
と
考
え
ら
れ
、
両
者
の
対
立
関
係
が
か
な
り
明
確
に
伝
承
に
反
映
し
て

 
い
る
点
が
お
も
し
ろ
い
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
『
古
事
記
』
最
後
の
歌
謡
が
『
日
本
書
紀
』
と
完
全
に
一

致
す
る
の
は
、
資
料
的
な
確
実
性
を
両
書
が
尊
重
し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

 
以
上
、
完
全
一
致
歌
八
組
に
つ
い
て
概
観
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
著
名
な

（
広
く
知
ら
れ
た
）
物
語
挿
入
歌
で
あ
る
、
序
や
寿
歌
的
詞
章
な
ど
の
定
型
的

表
現
が
あ
る
、
短
詩
形
で
、
（
せ
い
ぜ
い
十
手
以
下
）
短
歌
形
式
が
多
い
、
な

ど
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し

た
う
え
で
、
次
の
ω
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
㈹
の
作
者
だ

け
が
記
紀
で
異
な
る
二
組
に
つ
い
て
簡
単
に
観
て
お
き
た
い
。

 
7
4
（
四
一
）
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
先
に
も
言
っ
た
よ
う
に
『
古
事
記
』
に

作
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
含
め
て
、
記
紀
で
話
の
内
容
が
か
な
り
違

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
伝
承
者
の
違
い
が
あ
っ
た
と
す
る
『
古
代
歌
謡
古

事
記
編
 
土
橋
寛
』
の
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
記
に
「
此
は
志
都
歌
の
歌
返

な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宮
廷
で
歌
わ
れ
た
歌
謡
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

四
五
五
六
五
五
八
四
五
四
と
い
う
、
不
整
形
十
句
の
小
長
歌
が
記
紀
で
完
全
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
ま
ひ
の
つ
か
さ

一
致
す
る
と
い
う
の
は
、
楽
府
（
後
の
雅
楽
寮
）
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ふ
を
 
 
 
 
 
 
 
を
と
め

 
鵬
（
八
七
）
は
、
『
古
事
記
』
で
は
、
歌
垣
に
立
っ
て
、
大
魚
と
い
う
美
人

 
 
 
 
 
を
 
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
び
の
お
み

を
争
っ
た
、
衰
祁
の
命
（
顕
宗
天
皇
）
と
志
学
臣
の
歌
謡
物
語
で
六
首
の
歌
謡

と
僅
か
な
地
の
文
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
太
子

 
 
 
 
 
 
 
し
び

（
武
烈
天
皇
）
と
鮪
が
影
干
を
争
っ
て
置
場
に
立
つ
歌
謡
物
語
で
、
や
は
り
八

首
の
歌
と
僅
か
な
地
の
文
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
話
の
内
容
は
殆
ん
ど
同
じ

な
の
に
、
右
の
合
計
十
四
首
の
歌
の
う
ち
、
類
同
歌
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
、
こ

の
一
組
だ
け
で
、
他
は
全
く
違
う
歌
か
ら
出
来
て
い
る
不
思
議
な
物
語
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
（
2
4
頁
）
が
、
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何
に
し
て
も
、
記
紀
回
書
の
シ
ビ
物
語
が
、
そ
の
骨
格
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、

 
共
通
の
歌
謡
が
、
た
だ
〈
鵬
〉
歌
だ
け
で
あ
る
の
は
、
あ
え
て
両
者
が
互
に

 
異
を
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
も
の
だ
ろ
う
。

と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
と
し
た
場
合
、
こ
の
一
組
の
完
全
一
致
億
、
ど

う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
俄
か
に
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
『
日
本
書
紀
』

の
よ
う
に
こ
の
八
七
歌
が
最
初
に
来
る
伝
承
が
正
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
古
事
記
伝
』
も
、

 
 
此
は
伝
へ
の
間
に
、
歌
の
次
第
の
乱
れ
た
る
に
て
、
書
紀
に
、
太
子
の
、

 
之
裏
世
能
云
々
の
御
歌
を
、
先
此
に
挙
げ
ら
れ
た
る
ぞ
正
し
か
り
け
る
。

と
、
こ
の
歌
が
最
初
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
も
し

こ
の
想
像
が
正
し
け
れ
ば
、
「
鮪
」
と
い
う
名
前
を
含
み
、
「
…
見
れ
ば
…
見

ゆ
」
の
定
型
的
表
現
を
含
む
、
短
歌
形
式
の
歌
が
、
基
本
と
な
り
話
が
展
開
す

る
以
上
、
記
紀
両
書
で
、
こ
の
歌
謡
は
変
化
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
当
初
考
え
た
、
記
紀
歌
謡
の
中
の
「
類
同
歌
を
通
し
て
記
紀
の
関
係

を
観
た
い
」
の
う
ち
、
同
歌
だ
け
を
対
象
に
し
て
紙
幅
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

次
稿
で
、
ω
の
僅
少
差
異
歌
を
考
え
、
更
に
他
の
類
歌
に
つ
い
て
も
考
察
を
広

げ
て
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
対
古
事
記
意
識
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

（23）

記
紀
歌
謡
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
 
の


